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報告書によせて 

 

公益社団法人日本山岳・スポーツクライミング協会 

会長  町田 幸男 

 

「わた SHIGA 輝がやく国スポ」第７９回国民スポーツ大会２０２５スポーツクライ

ミング競技会が無事終了いたしましたことを大会会長として心よりお慶び申し上げま

す。小雨に見舞われた大会ではありましたが通称「ドラゴンハット」と呼ばれる屋内環

境のと、天候の影響を受けることもなく選手及び競技役員、観客すべての皆様に対し快

適な競技会を開催することが出来ました。これはひとえに西田町長はじめ竜王町の皆様

のご協力の賜物と深く感謝申し上げます。大会では数年前より準備を進めていただきま

した実行委員会の皆様をはじめ高校生や滋賀県山岳連盟など多くの地元スタッフのご協

力を頂きましたことに重ねて感謝申し上げます。 

大会運営に携われたスタッフの皆様に置かれましては早朝から夜遅くまで日々の課題

に対し遅滞なく処理していただき、スムーズな大会運営を図ることができました。今回

の宿泊施設は都合により隣県の三重県亀山市となった関係で移動に約 1 時間を要しまし

たが、事故もなく予定通りの運営が図れました。宿泊、輸送につきましては毎年の懸案

事項となっておりますので問題点を整理頂き後催県への申し送りをお願い致します。 

全国の予選を勝ち抜き、参加いただいた選手の皆様には日ごろの鍛錬の成果を十分発

揮していただき最高のパフォーマンスをご披露頂きました。参加者の中には日本代表選

手も見られ、大会に花を添えていただきました。観客の皆様は、おそらく沢山の勇気と

感動を頂いたことと思います。特に最終日の決勝戦では立見席まで一杯となる約 5,000

人が会場を埋め尽くし、大盛況のもとに大会を終えることが出来ました。選手の皆様、

観客の皆様すべての方々にとって心に残る大会であったと思います。 

スポーツクライミングにおける競技ルールも年々変化しており、今回の滋賀大会では

ボルダー競技の採点方式が昨年のパリオリンピックで行われた方式に変更され理解しや

すくなりました。また、監督資格は従来 JSPO のアルパイン、スポーツクライミングど

ちらの資格でも可能でしたが、本大会よりスポーツクライミングコーチであることが条

件となりました。 

国民スポーツ大会におけるスポーツクライミング競技は現在の形式になってわずか 18

年です。開催するためにはクライミングボードを建てなければならず、全国で常設の施

設は現在数えるほどしかありません。スポーツクライミングの発展にはクライミング施

設の建設が必要で、これには行政の皆様のご理解とご協力が不可欠と思われますので、

今後ともご協力の程、宜しくお願い申し上げます。 

来年は「青の煌めきあおもり国スポ」がみちのく青森県で開催されます。今回の成功

を引き継ぎ、青森の地でもなお一層スポーツクライミング競技が盛り上がることを期待

するとともに、皆様のご健勝を祈念申し上げ結びとさせていただきます。 
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第 79 回国民スポーツ大会スポーツクライミング競技会お礼の言葉 

 

滋賀県山岳連盟  

会長  澤山  惠  

 

大会成功のご報告  

 この度、去る令和 7 年 10 月３日～５日にわたり、滋賀県竜王町総合運動

公園にて開催されました「第 79 回国民スポーツ大会（わた SHIGA 輝く国

スポ）スポーツクライミング競技会」は、皆様の多大なるご支援とご協力の

おかげをもちまして、無事、盛況のうちに全日程を終了することができまし

た。ここに謹んでご報告申し上げますとともに、心より厚く御礼申し上げま

す。  

熱戦と感動に満ちた競技会  

 本競技会では、全国から集結されたトップレベルの選手たちによる、息を

のむような熱戦が繰り広げられました。一瞬の集中力と、積み重ねてきた技

術、そして何よりも強い精神力が試されるボルダー、リードの両種目におい

て、選手たちは最高のパフォーマンスを発揮し、多くの感動と興奮を私たち

に与えてくれました。スポーツマンシップに則り、最後まで諦めずに挑み続

ける姿は、大会の理念を体現するものであり、未来のクライミング界を担う

若者たちに大きな夢と希望を示してくれました。  

協力いただいた全ての方々へ  

 この大会の成功は、ひとえに皆様のご尽力の賜物です。早朝から深夜に及

ぶ準備、運営に対し、心より感謝申し上げます。皆様の献身的なサポートな

くして、この大会の円滑な運営はあり得ませんでした。  

 開催地竜王町に置かれましては、特設会場としてドラゴンハット内開催

を決めていただき、また県の施設担当のご理解でリード壁４ルートが実現

しました。関係各位の開催に向けたご支援、温かいご協力をいただきました

ことに、深く感謝申し上げます。  

ご来場いただいた観客の皆様へ  

会場を埋め尽くす熱気ある応援は、選手たちの力となりました。心温まる

ご声援をありがとうございました。  

今後の滋賀県クライミング界の発展に向けて  

 本大会の経験は、滋賀県のクライミング競技の普及・振興にとって計り知

れない財産となります。このレガシーを大切に受け継ぎ、県内の競技環境の

整備と、次世代を担う選手育成に、連盟一同、更なる情熱をもって取り組ん

でまいる所存です。  

 結びに、ご参加いただきました全ての選手、監督、関係者の皆様の今後の

ご活躍を心よりお祈り申し上げますとともに、改めまして、本競技会にご協

力いただきました全ての方々に重ねて御礼申し上げます。  
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審判長講評 

 

                            審判長 羽鎌田 直人 

 

わた SHIGA 輝く国スポ 2025 スポーツクライミング競技が、地元滋賀県山岳連盟及び

竜王町実行委員会の皆様のご尽力により無事終了したことに改めて御礼申し上げます。 

昨今、「国スポ不要論」なるものが声高に主張されていますが、日本がスポーツクライミ

ング強豪国として成長したのは、「国体」によって地方に競技を普及することができたこ

とにあります。また、世界で活躍するトップ選手が国スポに参加することも当たり前とな

っており、魅力ある国スポへのスポーツクライミングの貢献度は計り知れないものでしょ

う。滋賀国スポにおいても、ほぼ全ての種別の決勝が実施される最終日は満員御礼となる

ほど大いに盛り上がりましたが、決して関係者だけでなく、多くの地元の皆様が興味関心

をもって足を運んでくださいました。国スポの価値を高めているもの、それがスポーツク

ライミングであると言っても過言ではありません。そんなスポーツクライミング競技に関

わっていただいた皆様、ぜひそのことを誇りに思ってください。 

 「終わり良ければ総て良し」準備計画期間から大会本番中まで様々なドラマがあったこ

とでしょう。使い古された言葉ではありますが、成功裏に終えることができたこの滋賀国

スポに一番ふさわしい言葉だと思います。 
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第 79 回わた SHIGA 輝く国スポ スポーツクライミング競技報告 

                             競技委員長 原 勇人 

１．大会概要 

第 79回わた SHIGA輝く国民スポーツ大会スポーツクライミング競技は、2025年 10月 3日から

5日にかけて、滋賀県竜王町の全天候型施設「ドラゴンハット」で開催されました。本大会は、前回佐賀大会

に引き続きジェンダー平等の理念を重視し、成年男子・成年女子・少年男子・少年女子の 4種別、計 103

チームによって競技が行われ、リード競技予選は国際連盟（IFSC）のルールに準じ、フラッシング方式で 2

ルートを登る形式で実施されました。 

今回の出場選手には、９月韓国のソウルで開催された「クライミング世界選手権大会 2025」リード競技

で準優勝した奈良県の成年男子 吉田 智音（よしだ さとね）選手をはじめ、ボルダー競技などでも活躍し

た選手、またワールドカップ等で表彰台に上がった選手、アジアユース選手権の日本代表として優勝した選

手など数多くの日本代表選手が出場し、日本最高峰のレベルの高い大会となりました。 

２．競技施設と運営体制 

競技会場の「ドラゴンハット」は、全天候型ドームとして天候に左右されず競技や運営に集中できる理想

的な環境でした。また、リード・ボルダー両競技の壁は国際基準に合わせて設定され、選手・観客ともに高

い満足度を得る結果となりました。 

運営体制は滋賀県山岳連盟を中心に構築され、近畿および東海ブロックから経験豊富な役員も多数参

加し、総勢 206名のスタッフにより、スムーズな大会運営が実現できました。 

３．競技結果ほか 

成年男子ボルダー決勝では、佐賀県の通谷律選手が 4課題を１発で完登し、成年女子リード決勝では、

愛媛県の谷井菜月選手が Bルートで唯一完登する見事なパフォーマンスを披露してくれました。 

国スポの特徴である郷土代表のふるさと選手として参加していただいた成年男子１８名（34.6％）、成

年女子９名（17.3％）に心から感謝申し上げます。 

少年男子リード決勝では、神奈川県の仲田和樹選手が Aルートで唯一完登、同じく Bルートで濱田琉誠

選手が完登こそ逃したものの見事なパフォーマンスを披露しました。一方、少年男子ボルダー決勝では、東

京都の笹原蓉翠選手がただ一人 4課題を１発で完登する素晴らしい成績でした。 

少年女子リード決勝では、大阪府の小田菜摘選手と三重県の山真奈実選手が Bルートで完登する見事

なパフォーマンスでした。今年も一番年齢の若い中学 3年生、少年男子１２名（23％）、少年女子１８名

（36％）の出場が実現し、その活躍ぶりが光りました。 

天皇杯/皇后杯は、昨年の佐賀大会に続き、東京都が二連覇を果たしま

した。関係者の皆さまに、心からお祝い申し上げます。 

 

観客の来場者数は 3日

間でおおよそ 1万人に迫

る勢いで、競技の注目度

の高さを示す結果でした。 

今大会の会場をご提供

いただきました竜王町さま、主管の滋賀県山岳連盟の皆さ

まに心から感謝申し上げます。ありがとうございました。 
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リード競技 

 

わた SHIGA 輝く国スポ 2025 スポーツクライミング競技を終えて 

 

副審判長（リード）長谷川千秋  

 

2025 年 10 月 3 日から 5 日にかけて開催された「わた SHIGA 輝く国スポ

2025」スポーツクライミング競技が、無事に終了いたしましたことを、心よ

りお祝い申し上げます。  

 

大会の成功に向けて、リハーサル大会（Next Generation Cup 2025 in 

Ryuoh）を含め多方面からご尽力いただいた審判員、ビレイヤー、ルートセ

ッター、競技役員の皆様に、深く感謝申し上げます。  

 

リード競技においては、昨年の「 SAGA2024」に引き続き、 4 ルート同時

進行の形式を採用したことで、円滑な競技運営が実現できました。また、リ

ハーサル大会でのフィードバックを踏まえ、ステージの拡張など、直前まで

調整を重ねていただいたおかげで、安全かつスムーズな進行が可能となりま

した。  

 

審判団は大会直前から当日のみの関与となりますが、その日を迎えるまで

に長い時間をかけて準備を進めてこられた滋賀県山岳連盟ならびに竜王町実

行委員会の皆様のご尽力に、心より敬意と感謝を申し上げます。  

 

今後の国民スポーツ大会におけるスポーツクライミング競技のさらなる発

展を祈念し、ここにリード競技の報告とさせていただきます。  
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ボルタリング競技 

競技報告（B副審判長） 

 

このたびの第 79 回国民スポーツ大会 (わた SHIGA 輝く国スポ 2025)ス

ポーツクライミング競技において、ボルダー競技副審判長を拝命し、大き

なトラブルや怪我なく、無事に大会を終えることができました。まずもっ

て、このような重要な役割をお任せくださった関係各位の皆さまに感謝申

し上げます。  

ボルダー競技副審判長としては、競技運営全体の統括、審判団のとりま

とめ、競技規則の適切な適用、安全管理の確認などを主な役割として担い

ました。具体的には、審判・スタッフの配置や役割分担の調整、競技前後

のミーティングを通じたルールの共通理解の徹底、判定に関する最終判断、

トラブル発生時の対応などを行い、公平かつ円滑な競技進行に努め、チー

ムとして競技運営ができるよう心がけました。  

国スポ開催に向け、準備段階での県内スタッフ・競技役員・による、競

技運営体制の構築、会場・動線の検討や整備、機材・備品の準備、大会ス

タッフの養成、大会当日の連日早朝からのそれぞれの持ち場で責任を持っ

て取り組んでくださったおかげで、選手が競技に集中できる環境が整い、

大会通して大きな混乱もなく進行することができました。  

大会を通じて印象的だったのは、ドラゴンハットの大きな会場が割れん

ばかりの大きな声援と拍手に包まれていたことです。課題を完登したとき、

あと一手届かなかったとき、そのたびに大きく響き渡る声援が大会全体の

雰囲気を盛り上げてくださいました。この熱気あふれる会場の空気を忘れ

ることなく、今回の経験を糧として、今後の国スポやその他の大会の競技

運営に、より一層貢献してきたいと考えています。  

最後に、わた SHIGA 輝く国スポ 2025 の成功に向けてご尽力いただい

た関係者の皆さまに御礼申し上げます。  

 

ボルダー競技副審判長 

野村康寿 
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リード競技 

 

第 79 回わた SHIGA 輝く国民スポーツ大会スポーツクライミング競技会、ルートセット 

（リード）報告書 

 

まずは皆様のお力添えもあり、無事に大会を終えられたことに感謝を申し上げます。 

以下、簡単ではありますが、ルートセット概要になります。 

 

日程  

9/27-10/2 準備期間（６日間） 

10/3-5 大会 

 規定では準備期間が基本的に 5 日間となっている（開催地と協議し変更可能）が例年６日

間が通例となっており、今回も６日間とした。実際、作業としても６日間でちょうどだった

ので、来年以降も６日間が好ましい（規定の変更も考えるべきかと思います）。 

 

人数 

セッター６人 

濵田健介(A)、岡野寛(A)、杉田雅俊(A)、笠原大輔(B)、岩橋由洋(B)、尾崎浩詔(B) 

 例年通り、リードは６名で行った。 

 

その他備品、設備 

高所作業車３台 普通２台、スーパーデッキ１台 

 直前まで手違いで２台となっていたが、３台に変更した。ルートセット期間、大会時の転

換作業を考慮すると２台では時間内に終了することは不可能だった。 

ホールド 

 東商レンタルのものだけでは数が足りず、竜王町にロックメイトのホールドをレンタルし

てもらうという形で対応した。またドラゴンボルダリングジムのホールドも多数使用した。 

消耗品（ビス等） 

 当初用意されていた分では足りなかったので、推進室の高橋様に随時連絡をとり、必要分

を購入して頂いた。 

 

以上、簡単にではありますがルートセット概要を報告書とさせていただきます。 

 

リードチーフルートセッター 濵田健介 
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ボルダー競技 

 

第 79 回わた SHIGA 輝く国民スポーツ大会スポーツクライミング競技会、ルートセット 

（ボルダー）報告書 

 

B チーフセッター 

平松幸祐 

 

❶大会準備 

 

6 月にリハ大会を実施したため、壁の形状やレイアウト、ホールドの在庫や 

競技の進行イメージなどが得られたことで本大会への準備がスムーズにできた。 

 

セット日数も事前に６日間を確保できたことにより全ラウンドを時間が 

なくなることなくセットすることができた。 

 

必要な備品もリハ大会で確認していたため問題なく揃えてもらえた。 

セット時に下ろす目隠しの幕も設置に時間を要しない変更で非常に助かりました。 

 

❷大会内容 

 

会場がリードとボルダーが近いこともあって一体感があったことや 

歓声が響き渡るドーム型とあって３日間を通して非常に盛り上がった。 

 

ただし、クライミング関係者以外の方が多く来場されたかは疑問。 

会場内で体験イベントがあったり著名人が来るなど？の催し物が 

あって興味を持ってもらい足を運んでもらうことも今後の課題。 

 

 

❸終わりに 

 

この規模の会場で公共交通機関でアクセスできると良い。 

また競技を見るためでなく参加できる要素があっても良い。 

スポーツクライミングの魅力をもっと伝えられる変化が必要。 

 

 

以上 
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総務部 運営報告 

 

総務部長 藤永 誠志 

 

はじめに、全国の選手並びに監督、関係者の皆様、滋賀県竜王町でスポーツクライミング

競技に参加して頂き有難うございました。また、日本山岳・スポーツクライミング協会、わ

たＳＨＩＧＡ輝く国スポ竜王町実行委員会、多くの滋賀県山岳連盟の競技役員・競技補助員、

競技会係員、ボランティアの皆さまのお陰を持ちまして、無事に国スポ運営を終えることが

出来ましたことに厚く御礼申し上げます。特にドラゴンハット内での開催は天候に左右され

ずに競技運営ができ選手・役員・観客ともに好評で大いに盛り上がったと思う。 

以下、概要の報告をさせて頂きます。 

1. 受付の事前準備 

  リハ大会時の反省を踏まえて、受付係を中心に大会前週の９月２７日（土）に竜王町地域

産業研修センター会議室（競技本部）にて競技役員・競技補助員・選手監督（トレーナー含

む）・視察等の受付時の配布物の確認と袋詰めを行う。役員はＡＤ番号順、選手監督は種別・

都道府県別に分類梱包をする。また、総合案内受付、選手・監督受付、LB の選手監督受付の

係別の配布物準備と分類梱包、受付名簿・文具備品等準備と業務の確認を行うことができた。

また、競技役員へ係別に総合実施計画書、Ｌ・Ｂ競技マニュアル、総務部役員・受付行動・

通信のマニュアルを事前に用意することができた。 

  総務経理係は競技役員への交通費等の袋詰め作業と支給手順等の業務確認をする。 

2. 実施本部 

  日本山岳・スポーツクライミング協会(JMSCA)、竜王町実行委員会、滋賀県山岳連盟の３

者は諸課題に対して連携良く大会を運営出来たと思う。 

  特に、JMSCA 競技副委員長・中央総務委員において後催３県の視察員（山岳関係と市町政

含む）の受付と競技会場内への案内（管理）をして頂いた。 

  また、JMSCA 国スポ委員会からの助言もあり、実施本部の朝礼・終礼等の会議をミーティ

ングとし形式にとらわれず簡易・時短にすることができた。 

3. 受付 

  選手監督の配宿が隣県の三重県亀山市となり選手監督受付、トロフィー返還式、監督会議

は亀山市文化会館となった。受付業務全般を亀山市に近い甲賀山岳会を中心に担当していた

だき配布物や人員輸送も含めて負担をかけた。選手監督受付は現地での打ち合わせ準備不足

等での会場設営となり少し混乱したが時間内に受付を終了することができた。また、Ｌ予選

の選手監督の受付が４ルート化により２種別同時となり混乱が予想されたがＢ受付担当の協

力のもと選手監督を長く待機せることなく円滑に行うことができた 

総合案内受付は経理担当とともに競技補助員を含めた競技役員の受付・資料配布・出役確認を 

毎朝早くから行い、山岳会関係の来訪者等の案内受付も臨機応変に対応できた。 

     経理担当は役員の出役状況を把握し旅費等の支給を確実に行った。 

競技 2 日目は雨天となり、バスの到着に合わせ少年女子 B 予選・成年男女 L 予選の受を到着

に合わせて 10～20 分早めて開始した。 
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４. 通信連絡 

     リハーサル大会の反省を活かし、無線機の取り扱いを交信マニュアルに取り入れ、ＡＤカ 

ードへの無線機番号を明記し、無線機の管理・運営が問題なく進められた。 

特に本部での情報共有に関しては選手監督の到着・受付開始と終了・競技開始と進捗状況と 

終了報告などホワイトボードへの記載を行い情報の共有が図られたと思います 

５．トロフィー返還式・監督会議・その他式典など 

・  トロフィー返還式・監督会議： 亀山市文化会館となり準備不足のなかでの開催となり

ご迷惑をかけました。監督会議では特に選手監督の計画輸送に関する質問が多く出され、

予定時間を超えてしまい、会場や輸送関係に迷惑をかけてしまった。 

 ・ 表彰： リザルトシステムにより競技終了後リアルタイムでの集計が届き、成績集計及び 

県への報告も竜王町実行委員会の主導のもとスムーズに行われた。なお種目別表彰時に優 

秀選手賞・完登賞の副賞が竜王町実行委員会より贈られた。 

     最終日の成年女子リード決勝・少年女子決勝の競技終了が１５分遅れ、総合成績計算委

員会・種目別表彰・総合表彰式が順次遅延してしまった。総合表彰式後の役員解団式を割愛

し全役員集合（県選手団の含む）記念撮影後の解散となった。 

6. 医療救護 

   竜王町スポーツクライミング特設会場にＬ・Ｂ救護を配置して頂き即応体制をとること

ができた。競技中、Ｌコールゾーンにて嘔吐（緊張による）、リード壁での頭部打撲、足首

捻挫などの発生がありましたが、大事には至らず医療担当者の対応に感謝いたします。 

7. 輸送宿泊 

  選手監督の宿泊場所は県内の宿泊施設の脆弱なことも有り県の配宿により三重県になっ

た。温泉施設を三重県山岳連盟から紹介もありましたが、相部屋より選手のプライバシー

等を尊重して亀山市のビジネスホテルとなりました。 

早朝に出発する競技の選手には、ホテル近隣のコンビニから朝食を用意していただき、

またバス運転手の勤務時間の制約があり配車計画には苦労された。竜王町のご尽力いただ

いたことに感謝します。 

終わりに 

  総務副部長をはじめ、各担当の方々が自ら率先して業務を遂行され、その責任を果たし

てくれました。特に選手監督が競技に専念できるようにその時々に配慮した対応をしてい

ただき、無事大会を終えたことに感謝いたします。  
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競技部運営報告 

滋賀国スポ競技部長としての活動報告 

このたび、第 79 回国民スポーツ大会（滋賀国スポ）において、競技部長と

して従事する機会をいただき、誠に光栄に存じます。本報告書では、私の活動

内容と所感についてご報告申し上げます。  

競技部長としての主な役割は、各競技団体との連携を図り、競技運営が円滑

に進行するよう調整・支援を行うことでした。大会開催に向けては、競技日程

の策定、会場の整備状況の確認、審判団の編成、競技規則の周知徹底など、多

岐にわたる業務に携わりました。特に、各競技団体との定期的な打ち合わせを

通じて、現場の声を反映した運営体制を構築することに注力しました。  

大会期間中は、各競技会場を巡回し、進行状況の確認やトラブル対応にあた

りました。選手や関係者が安心して競技に集中できる環境づくりを第一に考

え、現場スタッフとの連携を密にしながら柔軟な対応を心がけました。また、

観客の皆様にも安全かつ快適に観戦いただけるよう、動線や案内体制の整備に

も取り組みました。  

今回の大会を通じて、改めて「現場力」の重要性を実感しました。多くのボ

ランティアや関係者の皆様のご尽力により、無事に大会を終えることができた

ことに深く感謝申し上げます。今後もこの経験を活かし、スポーツを通じた地

域の活性化と次世代育成に貢献してまいりたいと考えております。最後に、滋

賀国スポの成功に向けてご尽力いただいたすべての皆様に心より御礼申し上げ

ます。  

 

滋賀国スポ競技部長  

杉山将崇  
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輸送宿泊部 運営報告 

             

輸送宿泊部長 城尾 与志明  

 

１ 計画・準備  

運営役員総務部長の藤永誠志氏から、輸送宿泊業務の手伝いしてほしいとの旨の連絡が始ま

りだった。４４年前の滋賀国体をはじめ、2 回のインターハイなどの全国大会に役員として出

役した経験はあるものの、過去のそれは山岳競技でありスポーツクライミングは無関係と思っ

ていた矢先で困惑もしたが、前職時代に培った Know-how が活かせるのならとオファーを受

けることにした。 

（輸送宿泊部員の選定) 

既にコミュニケーションが確立している本職の所属する山岳会員で固め、競技会場駐在の一

人を含めた７名で業務に当たることにしたが、スポーツクライミングの経験者は皆無であった。

部内連絡には輸送宿泊部だけのライングループを作り、任務の承知や連絡などに利用した。 

本番間近になって病気欠席による役員交代と言うアクシデントが発生し、同会の他メンバー

が出役をしてくれたが急なことであり、業務内容の理解と引継ぎがうまくできなかった。 

（リハーサル大会） 

この大会ではバスを動かすこともなく、宿舎においても計画斡旋はないので参加は不要であ

ったが、前述の通り競技その物を見たことがないメンバーばかりのため競技の見学、並びに行

政職を含めた打合せのため積極的な参加を促したところ、理解を深めるのに大いに役立った。 

（計画輸送） 

 宿泊地から競技会場までの移動時間は約１時間であり、過去の大会から考えるとさほど長距

離でもなく、しかも全区間と言っても差し支えがない高速道路移動であった。ただ交通量の多

い路線使用のため交通事故などの不遇な際の対処方法を３案ほど準備したが、幸いにそれを実

行することなく無事に輸送を終えた。 

 大型バス使用台数は、往路では各種別ロットに２台での梯団走行とし、添乗係は各１名での

効率のよい展開をしたが、運行バス会社が当日にしか分からないなど輸送計画作成に支障があ

った。またロット内で運行会社が違うケースあり、輸送中のバス間業務無線連絡が不可能だと

の課題があった。 

 復路においては予めダイヤを公表し、乗車は個々に任せて宿舎へ戻るよう案内をし、各ホテ

ルのインフォメーションボードに運行ダイヤを掲示した。 

(宿舎と食事) 

 競技会場近くには適切な宿泊施設がなく京都駅付近の提案があったが、計画輸送中の交通渋

滞による遅延のリスクが大きいことから三重県での確保を要求した。当初は交通アクセスの良

い湯の山温泉としていたが、競技経験者からのヒヤリングを受け、１人部屋使用が望ましいと

知ったので亀山市のビジネスホテルに種別毎の４件のホテルを確保する。 

しかしビジネスホテル故での夕・朝食にも課題があり、早朝に出発する種別にはホテルでの

館内朝食が提供できないので隣接するコンビニエンスストアからの仕入れで朝食ボックスを

提供してもらう。 

夕食については近隣の大型ドライブインの利用を想定していたが、競技経験者の意見を聞き

弁当形式になった。昼食・夕食ともに弁当では利用者に対し気の毒だと思い、郷土色豊かな近

江牛を食材にしたホットミールを一晩だけ用意したが、その評価を聞くことが出来なかった。 
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２ 業務内容  

（輸送） 

添乗係とセンダー係員の配置 

1.往路においては計画輸送バスにより選手・監督・トレーナーを競技会場へ輸送し、それぞれ

の種目受付へ誘導し、係へと引き継ぐ。 

２.センダー係と添乗係で乗車の際にはAD カード・ゼッケンの所持を確認し、乗車確認書に

より確実に把握するとともに、バスへの添乗をおこなう。また朝食ボックス積込の確認を

行う。 

３.選手・監督受付の際には受付係と協力して、受付及びその補助を行う。 

（宿泊） 

１．宿泊者と対競技本部、施設間の意見集約と報告、連絡 

２．夕食弁当の配達状況確認 

３．インフォメーションボードの管理 

 

３ 大会当日の動き 

 １０月2日 

亀山市文化会館にて最終研修、選手・監督の受付補助、部長は監督会議に出席。会議終

了後の輸送とセンディング。 

某ホテルで数を読み間違え夕食弁当の数が足りなくなるが、役員の分を回すことで解決

する。 

１０月3日（大会１日目） 

計画輸送は遅延することなく予定通り、ＡＤ業務も部員の連携により順調に実施できた

が、添乗係が乗車してないバスで乗車確認書が受付にパス出来ない事案が発生した。最

終的には解決出来たが、以後は細心の注意を払う確認を取る。 

復路において早期の送りバスに空席が目立ち、夕刻以降のバス乗車定員が心配されたの

で出発時間の変更などの調整を行った。 

宿泊施設で、少年男子に喫煙室がアサインされるクレームが発生。あいにく禁煙室は満

室で、防臭剤などを利用し改善するよう指示を出す。 

１０月4日（大会２日目） 

計画輸送は順調に進行し、特にめだったトラブルもなく無事終了したが、決勝進出チー

ムの確定後に乗車確認表を作成、掲示する作業を行う。 

さらには決勝進出チームのチェックアウトタイムと、計画輸送ダイヤの時間差を調整す

る業務もあった。 

１０月5日（大会３日目） 

各種目の決勝観戦用・応援用のバスが少ないのではとの意見が多数あったが、大きなト

ラブルもなく運行できた。 
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４ 大会を終えて 

この様な大きな競技会に携わるのは初めての部員ばかりであり、更には冒頭に記述したよう

にスポーツクライミング未経験者による編成であったので、選手・監督に寄り添ったサービス

がどれだけ出来たか、行き届かなかった事案もあるのではないだろうかと心配している。 

部員たちは通常の登山活動では見られない世界の競技を目の当たりにし、それなりに感動し

ていたようである。 

部長職を預かった本職の無知無能を助けてくれたのが彼らであり、滋賀県山岳連盟の仲間た

ちと竜王町実行委員会の小林拓矢（輸送担当）・西村恭一（宿泊・食事担当）両氏、また競技会

センターであった選手・監督さんたちの暖かい振舞のお陰で無事に任務を完遂出来たと自負し

ている。 

今後このような競技に携わることはないだろうと思うが、大切な経験をさせていただいたと

全ての方に重ねて感謝を申し上げ駄筆を閉じます。 

ありがとうございました。 
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わた SHIGA 輝く国スポ 2025 スポーツクライミング競技会場 

おもてなしコーナー 
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健闘する選手たち 

競技を支えてくれたスタッフ 
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１０月３日 成年男子ボルダー決勝・表彰式 福井県優勝 

１０月４日 少年女子ボルダー決勝・表彰式 長野県優勝 

１０月５日 成年男子リード決勝・表彰式 佐賀県優勝 
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成年女子ボルダー決勝・表彰式 奈良県優勝 

成年女子リード決勝・表彰式 東京都優勝 

少年男子リード決勝・表彰式 神奈川県優勝 
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少年男子ボルダー決勝・表彰式 神奈川県優勝 

少年女子リード決勝・表彰式 千葉県優勝 

総合表彰式 
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来年度の開催される第８０回国民スポーツ大会（青の煌めきあおもり国スポ） 

青森県山岳連盟に JMSCA旗を引継ぎ 

 

 

 

滋賀県代表選手・監督・競技役員 記念写真 
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スポーツクライミング競技会報告書 

 

 

令和８年１月 発行 

滋賀県山岳連盟 


